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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年6月15日(2017.6.15)

【公表番号】特表2016-526071(P2016-526071A)
【公表日】平成28年9月1日(2016.9.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-052
【出願番号】特願2016-514289(P2016-514289)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/59     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/78     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
   Ｆ２１Ｖ   9/16     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  33/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/59     ＣＰＲ　
   Ｃ０９Ｋ   11/80     ＣＱＣ　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｊ
   Ｃ０９Ｋ   11/78     ＣＰＰ　
   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　
   Ｆ２１Ｖ    9/16     １００　
   Ｃ０１Ｂ   33/20     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月28日(2017.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（１）
（ＥＡ１）１－ｘ（ＥＡ２）２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　　　（１）
式中、以下のものが使用される符号および添え字に適用される：
ＥＡ１は、Ｂａ、または２０原子％までのＳｒを含むＢａおよびＳｒの混合であり；
ＥＡ２は、Ｃａ、またはＳｒ、またはこれらの元素の混合、ここで２０原子％までのこれ
らの元素がＭｇによって置き換えられてもよい、からなる群から選択され；
０．０５≦ｘ≦０．１５；
０．０１＜ｙ≦０．２０
で表される化合物。
【請求項２】
　ＥＡ１が、Ｂａ、または最大１０原子％のＳｒを含むＢａおよびＳｒの混合から選択さ
れる、特にＢａであることを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ＥＡ２がＣａ、またはＳｒ、またはＣａおよびＳｒの混合、または最大２０原子％のＭ
ｇを含むＣａおよびＭｇの混合、または最大２０原子％のＭｇを含むＳｒおよびＭｇの混
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合から選択されることを特徴とする、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　式（２）～（４）
（Ｂａ１－ｚＳｒｚ）１－ｘ（Ｃａ１－ｗＳｒｗ）２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　
　（２）
（Ｂａ１－ｚＳｒｚ）１－ｘ（Ｃａ１－ｖＭｇｖ）２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　
　（３）
（Ｂａ１－ｚＳｒｚ）１－ｘ（Ｓｒ１－ｖＭｇｖ）２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　
　（４）
式中、添え字ｘおよびｙは請求項１で示した意味を有し、以下のものが使用されるその他
の添え字に適用される：
０≦ｚ≦０．２０；
０≦ｗ≦１；
０≦ｖ≦０．２０
で表される化合物から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　式（２ａ）～（２ｃ）、（３ａ）および（４ａ）
Ｂａ１－ｘＣａ２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　　　　　　　　　　（２ａ）
Ｂａ１－ｘＳｒ２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　　　　　　　　　　（２ｂ）
Ｂａ１－ｘ（Ｃａ１－ｗＳｒｗ）２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　　（２ｃ）
Ｂａ１－ｘ（Ｃａ１－ｖＭｇｖ）２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　　（３ａ）
Ｂａ１－ｘ（Ｓｒ１－ｖＭｇｖ）２－ｙＳｉ３Ｏ９：Ｅｕｘ，Ｍｎｙ　　（４ａ）
式中、使用される添え字は、請求項１および４で示した意味を有する、
で表される化合物から選択される、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　以下のものが添え字ｘに適用されることを特徴とする：０．０５≦ｘ≦０．１５、請求
項１～５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項７】
　以下のものが添え字ｙに適用されることを特徴とする：０．０５≦ｙ≦０．１５、請求
項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　ステップ：
ａ）ＥＡ１、ＥＡ２、Ｅｕ、ＭｎおよびＳｉを含む混合物の調製；および
ｂ）高温での混合物のか焼
を含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物の製造方法。
【請求項９】
　別の化合物で表面をコーティングされることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一
項に記載の化合物。
【請求項１０】
　近ＵＶ発光の、より長い波長を有する光への部分的または完全な変換のための蛍光体ま
たは変換蛍光体としての、請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物の使用。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の化合物および１または２以上のさらなる変換蛍光
体を含む、発光変換材料。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の発光変換材料であって、さらなる変換蛍光体が、Ｌｕ３（Ａｌ１－

ｘＧａｘ）５Ｏ１２：Ｃｅ、ＬｉＴｂ（Ｍｏ１－ｘＷｘ）２Ｏ８、Ｔｂ２（Ｍｏ１－ｘＷ

ｘ）Ｏ６、Ｔｂ２（Ｍｏ１－ｘＷｘ）２Ｏ９、Ｔｂ２（Ｍｏ１－ｘＷｘ）３Ｏ１２、Ｔｂ

２（Ｍｏ１－ｘＷｘ）４Ｏ１５、（Ｂａ１－ｘＳｒｘ）２ＳｉＯ４：Ｅｕ、（Ｂａ１－ｘ

Ｓｒｘ）２ＳｉＯ５：Ｅｕ、（Ｙ，Ｇｄ）ＢＯ３：ＣｅＴｂ、Ｙ２ＳｉＯ５：ＣｅＴｂ、
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Ｙ２Ｓｉ２Ｏ７：Ｃｅ，Ｔｂ、Ｃａ３Ｙ２［Ｓｉ３Ｏ９］２：ＣｅＴｂ、［Ｔｂ（ベンゾ
アート）３］、［Ｔｂ（ピコリナート）３］、［Ｔｂ（アミノフェノラート）３］および
Ｔｂ［Ｎ（ＣＮ）２］３、式中ｘは０～１の値を採る、からなる群から選択されることを
特徴とする、前記発光変換材料。
【請求項１３】
　少なくとも１つの一次光源、および請求項１～９のいずれか一項に記載の少なくとも１
種の化合物または請求項１１もしくは１２に記載の発光変換材料を含む、光源。
【請求項１４】
　少なくとも１つの請求項１３に記載の光源を含む、照明ユニット。
【請求項１５】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の少なくとも１種の化合物または請求項１１もしく
は１２に記載の少なくとも１種の発光変換材料、および任意に１または２以上のマトリッ
クス材料を含む、セラミック。
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